




































From a viewpoint of nurse 
九1.ikiko Asano 
Department of nursing, University Hospital, The University of Tokushima, Tokushima 
「今日の医療サービスであり，質が問われる時代j と
いわれ平成 7年度版厚生白書では述べられており，サブ
テーマは，「質J 「情報j そして「納得J であり「自己決
定医療j の時代を迎え患者さんの満足が評価の指標に
なってきました。
一方，超高齢社会における病院の重要な課題は，地域
医療や在宅医療への積極的参入で、あります。平成 9 年度
医療保険改正のポイントは「医療の質の向上と効率化J
であり，①医療機関の機能分化と連携の強化，②社会的
入院の解消と長期入院の是正，③急性期医療の充実，在
院日数の短縮，在宅医療の推進，④医療における情報の
提供と患者の選択等があげられています。
看護も急性期医療の充実及び在宅医療の推進をめざし，
今以上に「効率の良さと質の高さJが関われており，「患
